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(57)【要約】
【課題】ＡＦ精度が向上された撮像装置を提供する。
【解決手段】本発明の撮像装置１は、フォーカスレンズ
２３を含む結像光学系２０を通過する被写体光の光量を
調整する絞り部２４と、被写体光の予定結像面１０１上
に複数設けられ、一対の光電変換素子１２２，１２３か
らなる光電変換素子の組を複数組含み、それが設けられ
ている箇所における被写体光の合焦状態を検出可能な焦
点検出部２１０～２２１と、焦点検出部２１０～２２１
の中から特定の焦点検出部２１０～２２１を選択する選
択部１１，１６、選択された焦点検出部で検出された合
焦状態に基づいて、該選択された焦点検出部が設けられ
ている箇所で被写体光が合焦するようにフォーカスレン
ズ２３を駆動制御し、絞り部２４の開口径の大きさによ
って、予定結像面１０１上における、選択部１１，１６
が焦点検出部を選択することができる選択可能領域を変
更する制御部１１，２５と、を備えることを特徴とする
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォーカスレンズを含む結像光学系を通過する被写体光の光量を調整する絞り部と、
　前記被写体光の予定結像面上に複数設けられ、それぞれが、一対の光電変換素子からな
る光電変換素子の組を複数組含む焦点検出部であって、該焦点検出部が設けられている箇
所における前記被写体光の合焦状態を検出可能な焦点検出部と、
　前記複数設けられた前記焦点検出部の中から特定の焦点検出部を選択する選択部と、
　前記選択された焦点検出部で検出された合焦状態に基づいて、該選択された焦点検出部
が設けられている箇所で前記被写体光が合焦するように前記フォーカスレンズを駆動制御
し、
　前記絞り部の絞り値の大きさによって、前記予定結像面上における、前記選択部が前記
焦点検出部を選択することができる選択可能領域を変更する制御部と、
を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の撮像装置であって、
　前記制御部は、前記絞り部の前記絞り値が所定の値以上になった場合、前記選択可能領
域を縮小すること、
を特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の撮像装置であって、
　前記撮像装置は、設定可能な複数の撮影モードを備え、
　前記選択部は、設定された撮影モードに応じて、前記複数の焦点検出部の中から前記特
定の焦点検出部を自動的に選択すること、
を特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の撮像装置であって、
　前記撮影モードは、顔認識モード及び至近優先モードを含むこと、
を特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　請求項１または２に記載の撮像装置であって、
　前記複数設けられた焦点検出部の中から前記特定の焦点検出部を選定可能な操作部を備
え、
　前記選択部は、前記操作部により選定された焦点検出部を選択すること、
を特徴とする撮像装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の撮像装置であって、
　前記複数設けられた焦点検出部を表示する表示部を備え、
　前記選択可能領域内にある焦点検出部と、前記選択可能領域外の焦点検出部とを区別し
て表示すること、
を特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　請求項５または６に記載の撮像装置であって、
　前記絞り部の前記絞り値が変更され、前記選択可能領域が変更されたことにより、前記
選択された焦点検出部が、前記選択可能領域外になった場合、前記制御部は、前記選択可
能領域内の焦点検出部であって、前記選択された焦点検出部に最も近い焦点検出部で検出
された合焦状態に基づいて、前記フォーカスレンズを制御すること、
を特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、撮像装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　フォーカスレンズを含む結像光学系を通過する被写体光の光量を調整する絞り部と、被
写体光の予定結像面上に複数個所に設けられ焦点検出部とを備える撮像装置が知られてい
る。焦点検出部は、一対の光電変換素子を複数組含み、結像光学系を通る一対の焦点検出
用光束が形成する一対の像のズレを検出することによって、結像光学系の焦点調節状態を
検出する（たとえば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特公平１－２１６３０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、絞り部が絞られて絞り値（Ｆ値）が大きくなる（開口径が小さくなる）と、結
像光学系の光軸から離れた位置にある焦点検出部において検出される光量が減少し、また
、一対の光電変換素子が受光する光量のバランスも崩れる。このため、撮像装置における
ＡＦ（オートフォーカス）精度が落ちてくる。
【０００５】
　本発明の課題は、ＡＦ精度が向上された撮像装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、以下のような解決手段により前記課題を解決する。なお、理解を容易にする
ために、本発明の実施形態に対応する符号を付して説明するが、これに限定されるもので
はない。
　請求項１に記載の発明は、フォーカスレンズ（２３）を含む結像光学系（２０）を通過
する被写体光の光量を調整する絞り部（２４）と、前記被写体光の予定結像面（１０１）
上に複数設けられ、それぞれが、一対の光電変換素子（１２２，１２３）からなる光電変
換素子の組を複数組含む焦点検出部（２１０～２２１）であって、該焦点検出部（２１０
～２２１）が設けられている箇所における前記被写体光の合焦状態を検出可能な焦点検出
部（２１０～２２１）と、前記複数設けられた前記焦点検出部（２１０～２２１）の中か
ら特定の焦点検出部（２１０～２２１）を選択する選択部（１６）と、前記選択された焦
点検出部（２１０～２２１）で検出された合焦状態に基づいて、該選択された焦点検出部
（２１０～２２１）が設けられている箇所で前記被写体光が合焦するように前記フォーカ
スレンズ（２３）を駆動制御し、前記絞り部（２４）の絞り値の大きさによって、前記予
定結像面（１０１）上における、前記選択部（１６）が前記焦点検出部（２１０～２２１
）を選択することができる選択可能領域（Ａ）を変更する制御部（１１，２５）と、を備
えることを特徴とする撮像装置（１）である。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の撮像装置（１）であって、前記制御部（１
１，２５）は、前記絞り部（２４）の前記絞り値が所定の値以上になった場合、前記選択
可能領域（Ａ）を縮小すること、を特徴とする撮像装置（１）である。
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の撮像装置（１）であって、前記撮
像装置（１）は、設定可能な複数の撮影モードを備え、前記選択部（１６）は、設定され
た撮影モードに応じて、前記複数の焦点検出部（２１０～２２１）の中から前記特定の焦
点検出部（２１０～２２１）を自動的に選択すること、を特徴とする撮像装置（１）であ
る。
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の撮像装置（１）であって、前記撮影モード
は、顔認識モード及び至近優先モードを含むこと、を特徴とする撮像装置（１）である。
　請求項５に記載の発明は、請求項１または２に記載の撮像装置（１）であって、前記複
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数設けられた焦点検出部（２１０～２２１）の中から前記特定の焦点検出部（２１０～２
２１）を選定可能な操作部（１６）を備え、前記選択部（１６）は、前記操作部（１６）
により選定された焦点検出部（２１０～２２１）を選択すること、を特徴とする撮像装置
（１）である。
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載の撮像装置（１）であって、前記複数設けら
れた焦点検出部（２１０～２２１）を表示する表示部（１３）を備え、前記選択可能領域
（Ａ）内にある焦点検出部（２１０～２２１）と、前記選択可能領域（Ａ）外の焦点検出
部（２１０～２２１）とを区別して表示すること、を特徴とする撮像装置（１）である。
　請求項７に記載の発明は、請求項５または６に記載の撮像装置（１）であって、前記絞
り部（２４）の前記絞り値が変更され、前記選択可能領域（Ａ）が変更されたことにより
、前記選択された焦点検出部（２１０～２２１）が、前記選択可能領域（Ａ）外になった
場合、前記制御部（１１，２５）は、前記選択可能領域（Ａ）内の焦点検出部（２１０～
２２１）であって、前記選択された焦点検出部（２１０～２２１）に最も近い焦点検出部
（２１０～２２１）で検出された合焦状態に基づいて、前記フォーカスレンズ（２３）を
制御すること、を特徴とする撮像装置（１）である。
【０００７】
　なお、符号を付して説明した構成は、適宜改良してもよく、また、少なくとも一部を他
の構成物に代替してもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ＡＦ精度が向上された撮像装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明における撮像装置の一実施形態としてのカメラの概念構成図である。
【図２】撮像素子における焦点検出エリアの位置を示した状態を示す図である。
【図３】撮像素子における一つの焦点検出エリアの近傍を拡大して示す図である。
【図４】撮像画素の拡大正面図である。
【図５】撮像画素の断面図である。
【図６】焦点検出画素の拡大正面図である。
【図７】図６におけるＡ－Ａ断面に相当する焦点検出画素の断面図である。
【図８】焦点検出画素におけるマイクロレンズによってその光電変換素子を測距瞳面に投
影した図である。
【図９】自動合焦モードの場合の、ボディ制御装置により選択された絞り値に応じた焦点
検出エリアの適用規制制御を示すフローチャートである。
【図１０】マニュアルで焦点検出エリアを選択した場合の、絞り値に応じた焦点検出エリ
アの適用規制制御を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態を説明する。
　図１は、本発明における撮像装置の一実施形態としてのレンズ交換式デジタルカメラ１
の構成を示す概念図である。なお、本発明は、デジタルカメラに限定されるものではなく
、たとえばフィルムカメラにも適用可能である。
【００１１】
　カメラ１は、レンズ鏡筒２０とカメラボディ１０から構成され、レンズ鏡筒２０がマウ
ント部３０を介してカメラボディ１０に装着される。カメラボディ１０にはマウント部３
０を介して種々のレンズ鏡筒が装着可能である。
【００１２】
　レンズ鏡筒２０は、レンズ２１、ズームレンズ２２、フォーカスレンズ２３、絞り部２
４、レンズ駆動制御装置２５などを備えている。
　レンズ駆動制御装置２５は、不図示のマイクロコンピューター、メモリ、駆動制御回路
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などから構成されている。レンズ駆動制御装置２５は、フォーカスレンズ２３の駆動、絞
り部２４の絞り値（Ｆ値）の調節等を行う他、後述するボディ制御装置１１との通信によ
りレンズ情報の送信とカメラ情報の受信を行う。
　絞り部２４は、光量およびボケ量調整のために光軸ＯＡを中心として開口径が可変な（
絞り値が可変な）開口を形成する。
【００１３】
　カメラボディ１０は、撮像素子１００、ボディ制御装置１１、表示部駆動回路１２、表
示部１３、メモリカード１５、操作部１６などを備えている。
　撮像素子１００は、詳しくは後述するが、レンズ鏡筒２０の予定結像面１０１上に配置
され、撮像画素１１０（図３参照）が二次元状に配置されるとともに、焦点検出エリア２
１０（図２参照）と対応した部分に焦点検出画素１２０（図３参照）が組み込まれている
。
【００１４】
　ボディ制御装置１１は、マイクロコンピューター、メモリ、駆動制御回路などから構成
されている。ボディ制御装置１１は、撮像素子１００の駆動制御、画像信号および焦点検
出信号の読み出し、焦点検出信号に基づく焦点検出演算、レンズ鏡筒２０の焦点調節を繰
り返し行うとともに、画像信号の処理と記録、カメラ１の動作制御等を行う。また、ボデ
ィ制御装置１１は、電気接点３１を介してレンズ駆動制御装置２５と通信を行い、レンズ
情報の受信とカメラ情報（デフォーカス量や絞り値など）の送信を行う。
【００１５】
　表示部１３は、液晶パネルで構成され、カメラボディ１０の背面に配置されている。表
示部１３は、スルー画像、撮影画像を表示可能である。
　表示部駆動回路１２は、撮像素子１００によるリアルタイムの撮像画像（スルー画像）
を表示部１３に表示し、撮影者はこのスルー画像を観察することができる。
　また、表示部駆動回路１２は、撮影者がマニュアルフォーカスモードを選択した場合、
表示部１３に、後述する焦点検出エリア２１０をスルー画像と重ねてまたは単独で表示す
る。
　メモリカード１５は、撮像素子１００により撮像された画像を記憶する画像ストレージ
である。
　操作部１６は、マニュアルフォーカスを行う場合に、撮影者が後述する焦点検出エリア
の一つの選択操作を行うものである。
【００１６】
　カメラ１は、下記のように静止画を撮影する。
　レンズ鏡筒２０を通過した被写体光を、撮像素子１００の受光面上に結像する。
　撮像素子１００は、レンズ鏡筒２０によって結像された被写体光を光電変換し、撮像画
素１１０（図３参照）による画像信号と焦点検出画素１２０（図３参照）による焦点検出
信号とを、それぞれボディ制御装置１１へ送る。
【００１７】
　ボディ制御装置１１は、撮像素子１００によって検出される被写体の明るさに基づいて
絞り部２４の絞り値を制御するための制御情報を形成すると共に、焦点検出画素１２０（
図３参照）からの焦点検出信号に基づいてデフォーカス量を算出し、これらの制御情報を
レンズ駆動制御装置２５へ送る。
【００１８】
　ボディ制御装置１１は、撮像素子１００の撮像画素１１０（図３参照）からの画像信号
を処理して画像を生成し、撮像素子１００からのスルー画像信号を表示部駆動回路１２へ
送ってスルー画像を表示部１３に表示させると共に、図示しないレリーズスイッチの操作
による撮影指示に応じて、メモリカード１５に格納（すなわち撮影）する。
【００１９】
　一方、レンズ駆動制御装置２５は、ボディ制御装置１１から受信した絞り値に応じて絞
り部２４を駆動すると共に、受信したデフォーカス量に基づいてレンズ駆動量を算出して
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レンズ駆動量に応じてフォーカスレンズ２３を合焦位置へ駆動する。
【００２０】
　ここで、ボディ制御装置１１は、絞り部２４の絞り値に応じて、撮像素子１００に配置
された複数の焦点検出エリア２１０（図２参照）の適用規制制御を行うが、これについて
は後に詳述する。
【００２１】
　撮像素子１００は後述する撮像画素と焦点検出画素とが矩形に整列されたものであり、
レンズ鏡筒２０を通って集光された被写体像を撮像する。撮像素子１００により撮像され
た被写体像は表示部１３に表示される。
　撮像素子１００には、１１の焦点検出エリアが設定されている。図２は撮像素子１００
における焦点検出エリア２１０（２１１～２２１）の位置を示した状態を示す図である。
焦点検出エリア２１０（２１１～２２１）は、表示部１３にも表示可能であり、焦点検出
エリア２１０（２１１～２２１）の位置は、図２と同様に表示部１３に表示される。
【００２２】
　焦点検出エリア２１０（２１１～２２１）は、撮像素子１００における後述する焦点検
出画素１２０が焦点検出のために撮影画面上の像をサンプリングする領域である。焦点検
出エリア２１０は、撮影画面２００の中央に１箇所（焦点検出エリア２１１）、焦点検出
エリア２１１の上下それぞれに１箇所ずつ（焦点検出エリア２１２，焦点検出エリア２１
３）、左右それぞれに２箇所ずつ（焦点検出エリア２２０，焦点検出エリア２１５，焦点
検出エリア２１８，焦点検出エリア２２１）、さらに左右の斜め上それぞれに１箇所ずつ
（焦点検出エリア２１４，焦点検出エリア２１７）、左右の斜め下それぞれに１箇所ずつ
（焦点検出エリア２１６，焦点検出エリア２１９）、合計１１箇所に互いに所定間隔離間
して配置されている。
【００２３】
　カメラ１（カメラボディ１０）は、至近優先や顔認識等の自動合焦モードを備えている
。この自動合焦モードでは、ボディ制御装置１１がそれぞれ予め定められた制御によって
複数の焦点検出エリア２１０（２１１～２２１）の内の何れかを選択するようになってい
る（自動設定）。
　また、カメラ１（カメラボディ１０）は、マニュアル合焦モードを備えている。このマ
ニュアル合焦モードでは、表示部１３に表示された焦点検出エリア２１０（２１１～２２
１）のうちのいずれかを、撮影者が操作部１６で選択操作して選択することができるよう
になっている。
　そして、選択された焦点検出エリア２１０（２１１～２２１）の焦点検出情報に基づい
て、ボディ制御装置１１は合焦制御を行う。
【００２４】
　図３は、撮像素子１００における焦点検出エリア２１０のうちの、一例として焦点検出
エリア２１１の近傍を拡大して示す図である。撮像素子１００は、撮像画素１１０と焦点
検出画素１２０とから構成される。撮像画素１１０は二次元正方格子状に稠密に配列され
、焦点検出画素１２０は、焦点検出エリア２１１と対応する部位にそれぞれ直線的に配列
されている。なお、図示しないが他の焦点検出エリア２１２～２２１も同様の構成となっ
ている。
【００２５】
　図４は、撮像画素１１０の拡大正面図である。図５は、撮像画素１１０の断面図である
。撮像画素１１０は、マイクロレンズ１１１、光電変換素子１１２および図示しない色フ
ィルターから構成される。マイクロレンズ１１１と光電変換素子１１２は、最も明るいレ
ンズ鏡筒２０の射出瞳（たとえばＦ１．０）を通過する光束をすべて受光するように設定
される。色フィルターは、図示しないが、マイクロレンズ１１１と光電変換素子１１２の
中間に配置され、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）の３種類から成る。これらの色フィ
ルターを備えた撮像画素１１０は、撮像素子１００上にベイヤー配列されている。
【００２６】
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　図６は、焦点検出画素１２０の拡大正面図である。図７は、図６におけるＡ－Ａ断面に
相当する焦点検出画素１２０の断面図である。焦点検出画素１２０は、マイクロレンズ１
２１と一対の光電変換素子１２２，１２３から構成される。一対の光電変換素子１２２，
１２３は、それぞれ半月状であって、本実施形態では、焦点検出画素１２０の配列方向に
対向して両者で円を形成するように（すなわち、円を焦点検出画素１２０の配列方向と直
交する方向に２分割したような状態で）配置されている。
【００２７】
　焦点検出画素１２０におけるマイクロレンズ１２１と一対の光電変換素子１２２，１２
３は、最も明るいレンズ鏡筒２０の射出瞳（たとえばＦ１．０）を通過する光束をすべて
受光するように設定される。なお、焦点検出画素１２０は、色フィルターは備えていない
。
【００２８】
　焦点検出画素１２０は、ＲＧＢのベイヤー配列に配置された撮像用画素３１１において
青画素Ｂと緑画素Ｇが配置されるべき行（列）に、直線状に配置されている。この焦点検
出画素１２０の直線状の配列は、焦点検出エリア２１０の長手方向に沿っている。前述し
たように、焦点検出画素１２０の配列方向と、一対の光電変換素子１２２，１２３の並び
方向とは一致している。
【００２９】
　各焦点検出画素１２０におけるマイクロレンズ１２１によって、その背後に配置された
一対の光電変換素子１２２，１２３が、それぞれ予定結像面１０１の前方の測距瞳面にあ
る測距瞳領域を通過する一対の焦点検出光束を受光するように構成されている。
【００３０】
　ボディ制御装置１１は、上記のように直線状に多数配置された焦点検出画素１２０にお
ける一対の光電変換素子１２２，１２３の出力を、各測距瞳に対応した出力グループ毎に
まとめて、各測距瞳を各々通過する焦点検出用光束が焦点検出画素１２０による列上に形
成する一対の像の強度分布に関する情報を得、この情報に像ズレ検出演算処理（相関演算
処理、位相差検出処理）を施すことによって瞳分割位相差検出方式で一対の像の像ズレ量
を検出する。さらに、像ズレ量に一対の測距瞳の重心間隔に応じた変換演算を行うことに
よって、予定結像面に対する現在の結像面の偏差（デフォーカス量）を算出する。そして
、ボディ制御装置１１は、これらの情報をレンズ駆動制御信号としてレンズ鏡筒２０にお
けるレンズ駆動制御装置２５へと送り、レンズ駆動制御装置２５を介してレンズ鏡筒２０
のフォーカスレンズ２３を移動駆動して合焦制御を行う。
【００３１】
　ここで、上記のような配列された焦点検出画素１２０によって像ズレ量を検出する構成
では、画面上において光軸ＯＡから離れた位置にある焦点検出画素１２０は、絞り部２４
の開口が絞り込まれるほど、一対の光電変換素子１２２，１２３が受光する光量バランス
が崩れる。
【００３２】
　図８は、焦点検出画素１２０におけるマイクロレンズ１２１によってその光電変換素子
１２２，１２３を測距瞳面に投影した図である。図８に示すように、図中破線で示すレン
ズ鏡筒２０の絞り部２４の開口に対応した領域８１の中心（レンズ鏡筒２０の射出瞳の中
心Ｏ）と、光電変換素子１２２，１２３と対応する測距瞳８２，８３の外接円の中心Ｏ′
との位置関係は、レンズ鏡筒２０固有の射出瞳の位置と焦点検出画素１２０の光軸ＯＡか
らの距離に応じて変化する。そして、光軸上にある焦点検出画素１２０の場合では両者が
一致するが、光軸外にある焦点検出画素１２０の場合には一致しない。レンズ鏡筒２０の
射出瞳の中心Ｏと測距瞳８２，８３の外接円の中心Ｏ′とが一致しない場合には、一対の
測距瞳８２、８３を通過する焦点検出用光束がアンバランスになり、結果的に形成される
一対の像の光量が一致せずに歪みが生じる。このような像の光量の不一致は、絞りの絞り
値（Ｆ値）が大きくなる（開口径が小さくなる）程著しい。
　その結果、焦点検出画素１２０が光軸から離れて位置する周辺の焦点検出エリア２１０
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では、像ズレ量の検出精度が低下し、合焦精度の低下を招く。
【００３３】
　そこで、本実施形態におけるボディ制御装置１１は、絞り部２４の絞り値Ｆｘが予め定
めた所定量である閾値Ｆｓより大きい場合には、像ズレ量の検出精度が低下する光軸ＯＡ
から離間した位置の焦点検出エリア２１０から離れた、図２に点線で示す領域Ａの外にあ
る焦点検出エリア２２０，２２１の適用を停止する。
　この領域Ａは、絞り値が閾値Ｆｓの場合に、その領域Ａ外にある焦点検出エリアの検出
精度が許容範囲外になる領域である。すなわち、自動設定においてボディ制御装置１１は
、焦点検出エリア２１１～２１９のみ選択可能となり、また、マニュアル設定においても
撮影者は、焦点検出エリア２１１～２１９のみ選択可能となる。以下、この領域Ａを選択
可能領域Ａという。
　なお、この閾値Ｆｓは、焦点検出画素１２０の検出精度および配置位置等に基づいて設
定される。また、図２に点線で示す選択可能領域Ａも一例であって、求める合焦精度等に
応じて、図２の点線で示す選択可能領域Ａよりも小さくてもよい、また、焦点検出エリア
２１０も１１に限らず、これ以上でも以下でもよく、焦点検出エリア２１０の数や配置が
異なる場合、選択可能領域Ａも本実施形態と異なる。
【００３４】
　つぎに、ボディ制御装置１１による絞り値に応じた焦点検出エリア２１０の適用規制制
御を、フローチャートに沿って説明する。
【００３５】
（自動設定の場合）
　至近優先や顔認識等の自動合焦モードの場合の制御について説明する。図９は、自動合
焦モードの場合の、ボディ制御装置１１による、絞り値に応じた焦点検出エリア２１０の
適用規制制御を示すフローチャートである。
【００３６】
　レンズ鏡筒２０によって撮像素子１００の予定結像面１０１に結像された被写体像が、
スルー画像として表示部１３に表示される（ステップ０１、以下ステップをＳで示す）。
　このスルー画像表示時において、撮像素子１００に結像された被写体像の光量が測定（
測光）される（Ｓ０２）。その測光結果に応じた絞り制御情報はレンズ駆動制御装置２５
へと送られ、レンズ鏡筒２０の絞り部２４の絞り値が調整される（絞り値Ｆｘ）（Ｓ０３
）。
【００３７】
　図示しないレリーズスイッチの押圧等により、撮影指令が出されると（Ｓ０４、Ｙｅｓ
）、絞り値Ｆｘが、定められた閾値Ｆｓと比較される（Ｓ０５）。なお、撮影指令が出さ
れない場合はＳ０２に戻る（Ｓ０４，Ｎｏ）。
　ステップ０５において、絞り値Ｆｘが閾値Ｆｓ以上と判断された場合（Ｓ０５，Ｙｅｓ
）、合焦制御に適用される焦点検出エリア２１０は、選択可能領域Ａ内の焦点検出エリア
２１１～２１９に限定される（図２参照）。すなわち、選択可能領域Ａ外の焦点検出エリ
ア２２０～２２１は、合焦制御に適用する焦点検出エリア２１０から除外される（Ｓ０６
）。
　そして、選択可能領域Ａに存在する焦点検出エリア２１１～２１９のうちの、何れかの
焦点検出エリア２１０が、予め定められた自動合焦モードに基づいて選択される（Ｓ０７
）。
【００３８】
　一方、ステップ０５において絞り値Ｆｘが閾値Ｆｓ未満と判断された場合（Ｓ０５，Ｎ
ｏ）には、合焦制御に適用される焦点検出エリア２１０は限定されず、全ての焦点検出エ
リア２１１～２２１のうちの、何れかの焦点検出エリア２１０が、予め定められた自動合
焦モードに基づいて選択される（Ｓ０７）。
【００３９】
　そして、選択された焦点検出エリア２１０の検出情報に基づくレンズ駆動制御信号が、
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レンズ鏡筒２０のレンズ駆動制御装置２５へ送られフォーカスレンズ２３の合焦駆動が行
われ（Ｓ０８）、静止画像の撮影（記録）が行われる（Ｓ０９）。
【００４０】
（マニュアル設定の場合）
　撮影者がマニュアルで焦点検出エリア２１０を選択する場合の制御について説明する。
図１０は、マニュアルで焦点検出エリア２１０を選択する場合の絞り値に応じた焦点検出
エリア２１０の適用規制制御を示すフローチャートである。
【００４１】
　レンズ鏡筒２０によって撮像素子１００の予定結像面１０１に結像された被写体像が、
スルー画像として表示部１３に表示される（Ｓ１０１）。
　このとき、スルー画像に重ねて、焦点検出エリア２１０（２１１～２２１）も表示され
る。
　このスルー画像表示時において、撮像素子１００に結像された被写体像の光量が測定（
測光）される（Ｓ１０２）。その測光結果に応じた絞り制御情報はレンズ駆動制御装置２
５へと送られ、レンズ鏡筒２０の絞り部２４の絞り値が調整される（絞り値Ｆｘ）（Ｓ１
０３）。
【００４２】
　ついで、ステップ０３によって決定された絞り値Ｆｘが、定められた閾値Ｆｓと比較さ
れる（Ｓ１０４）。
　ステップ２０４において、絞り値Ｆｘが閾値Ｆｓ以上と判断された場合（Ｓ１０４，Ｙ
ｅｓ）、焦点検出エリア２１０は、選択可能領域Ａ内の焦点検出エリア２１１～２１９に
限定、すなわち、選択可能領域Ａ外の焦点検出エリア２２０～２２１は、合焦制御に適用
する焦点検出エリア２１０から除外される（Ｓ１０５）。
　このとき、スルー画像に重ねて表示されている焦点検出エリア２１０（２１１～２２１
）において、選択可能領域Ａ内にあるものと選択可能領域Ａ外にあるものとが区別して表
示される。具体的には、選択可能領域Ａ外にあるものを選択可能領域Ａ内にあるもよりも
暗く示す等行われる（Ｓ１０６）。
【００４３】
　撮影者によって、操作部１６の操作やタッチパネルにより合焦したい焦点検出エリア２
１０が選択される（Ｓ１０７，Ｙｅｓ）。このとき、選択可能領域Ａ外にある焦点検出エ
リアは選択できないようになっている。したがって、撮影者によって、選択可能領域Ａ内
にある焦点検出エリアが選択される。
【００４４】
　一方、ステップ１０４において絞り値Ｆｘが閾値Ｆｓ未満と判断された場合（Ｓ１０４
，Ｎｏ）、焦点検出エリア２１０は限定されず、撮影者は、全ての焦点検出エリア２１１
～２２１の中から焦点検出エリア２１０を選択する（Ｓ１０７）。
　図示しないレリーズスイッチの押圧等により、撮影指令が出されると（Ｓ１０８、Ｙｅ
ｓ）、選択された焦点検出エリア２１０の検出情報に基づくレンズ駆動制御信号が、レン
ズ鏡筒２０のレンズ駆動制御装置２５へ送られフォーカスレンズ２３の合焦駆動が行われ
（Ｓ１０９）、静止画像の撮影（記録）が行われる（Ｓ１１０）。
　なお、Ｓ１０７において撮影者が、焦点検出エリア２１０を選択しない場合（Ｓ１０７
，Ｎｏ）、Ｓ１０２に戻る。また、Ｓ１０８において一定時間内にレリーズスイッチが押
圧されなかった場合も、Ｓ１０２に戻る。
【００４５】
　以上、本実施形態によると、以下の効果を有する。
（１）本実施形態でボディ制御装置１１は、絞り値が予め設定した閾値Ｆｓより大きい場
合には、像ズレ量の検出精度が低下する光軸から離間した焦点検出エリアの適用を停止す
る。これにより、高精度の合焦が可能となって、合焦精度の低下に起因するピンボケ画像
の撮影を防ぐことができる。また、検出精度の低下による合焦に要する制御時間の増加を
抑えることができ、迅速な合焦が可能となる。
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【００４６】
（変形形態）
　以上、説明した実施形態に限定されることなく、以下に示すような種々の変形や変更が
可能であり、それらも本発明の範囲内である。
　上記実施形態は、本発明を、画像素子に配置された焦点検出画素の受光情報に基づいて
瞳分割位相差検出方式で像ズレ量を検出して合焦情報とする構成に適用した例である。し
かし、レンズの絞り値によって合焦情報の精度が低下する構成で有れば、合焦情報の取得
構成はこのような構成に限らず、画像素子とは異なる位置に合焦情報検出素子を配置した
構成であっても適用可能である。
【００４７】
　なお、実施形態及び変形形態は、適宜組み合わせて用いることもできるが、詳細な説明
は省略する。また、本発明は以上説明した実施形態によって限定されることはない。
【符号の説明】
【００４８】
　１：カメラ、１０：カメラボディ、１１：ボディ制御装置、１２：表示部駆動回路、１
３：表示部、２０：レンズ鏡筒、２３：フォーカスレンズ、２４：絞り部、２５：レンズ
駆動制御装置、１００：撮像素子、１１０：撮像画素、１２０：焦点検出画素、１２１：
マイクロレンズ、１２２，１２３：光電変換素子、２００：撮影画面、２１０～２２１：
焦点検出エリア、ＯＡ：光軸
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